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1．試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いて見てはならない。
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落丁，乱丁，印刷の不鮮明な箇所等がある場合には申し出ること。
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次の定積分を求めよ。ただし，eは自然対数の底とする。
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と定める。次の問いに答えよ。

⑴　導関数 f '（x）を求めよ。

⑵　 f '（x）= 0 となる xは x= rのみであることを示せ。

⑶　f（x）の最大値を求めよ。
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aを正の定数とする。xy平面上で，点F（a，0）および直線 l：x=-aを考え

る。点Qは l上にあるとする。線分FQの垂直二等分線を l ' とし，Qを通り l

に垂直な直線を lmとし，l ' と lmの交点を Pとする。次の問いに答えよ。

⑴　点Qが l上を動くとき，点 Pの軌跡は点Fを焦点とし，lを準線とする放

物線をえがくことを示せ。

⑵　⑴の放物線を Cとする。点Qによって定まる l ' および Pについて，l ' は

放物線 Cの点 Pにおける接線であることを示せ。
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